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１．参加国（委任状を含め２３カ国）
２．ＦＡＩのニュース

　・ＦＡＩの各種目で使用できるフライトデーター管理システム（ＡＴＭＯＳ）が構築されつつある。

· １月末で２００９年開催のＷＡＧ(ワールドエアゲーム)の立候補を締め切った。いくつかの立候補が来ている。２月８日に公開する予定。

· スポーティングライセンスのセントラル・データー・ベースを構築する。そこで、どの国の誰が有効なスポーティングライセンスを所有しているかが分かるようになる。

· スカイスポーツイベントの大きなスポンサーがつく可能性がある。

３．新しいＷＰＲＳシステムを２００７年３月１日から採用する。それにしたがって、過去３年間の大会も再計算される。また、大会の成立本数によるポイントの減額に関しては、１本で５０％、２本で８０％３本以上で１００％とすることとする。

４．ＧＰＳのエラーマージンは０．５%とする。

５．大会役員がタスクコース上をフライトすることは、マニラのＰＧ世界選手権ならびにグライフェンベルグのＨＧヨーロッパ選手権において、予め特定された安全管理をするエアー・マーシャルに限って許可する。

６．ＦＡＩ公認大会での事故ならびにインシデンスをＣＩＶＬに報告しデーター収集する。

７．新しいRACEが３月末にリリースされる予定。主にバグを修正したもの。OZGAP，SAHPA計算式を追加。FTVも導入する。

８．新しいスコアリングソフトが導入される。２００７年のノルディックオープンでテストする予定。ＣＩＶＬのデータベースを使用するもの。トラックログのダウンロードはＧＰＳダンプを使用する。

９．ＷＡＧではクロカンタスクではなく、ＰＧアキュラシー、ＰＧおよびＨＧアクロを行う予定。

１０．ＰＧカテ１大会でのチームサイズはべースを３＋１とする。空きがあった場合は国別ランキング１位から順に埋めてゆくものとする。チームスコアに貢献する選手３名を大会開始前に決めておく。
１１．ＰＧ大陸選手権でのゲストパイロットに関して、参加資格があるものをＷＰＲＳランキング順に受け入れることが出来ることとする。この場合男子４人に対して女子１人とする。

１２．ＰＧ大会でのストップタスクに関しては、これまでどおり（ゴール者が１人いた場合にタスクは成立する）とする。

１３．ＰＧアキュラシーのカテ２大会では軽いハーネスタッチはフォールとはしないこととする。ペナルティ等の詳細は２月の世界選手権で決定する。

１４．テキサスのＨＧ世界選手権のローカルルールは承認され、近々公表される予定。

１５．ＨＧ大会において、クラス５では２個目のレスキューをつむ場合は２５ｋｇのバラスト制限重量に２個目のレスキュー分の重量を追加できる。クラス１では２個目のレスキューとして追加できる重量は３ｋｇまでとする。
１６．２００７年５月以降、カテ１大会では、ペナルティを課さずにスプログのセッティング測定を強制する。そのデーターはＣＩＶＬ，メーカー、パイロットの利益のために公表される。２００８年５月以降、ペナルティを伴うスプログのセッティング測定を強制する。
１７．２００９年ＰＧアキュラシー世界選手権はクロアチアに決定

１８．２００９年ＰＧ世界選手権はメキシコに決定

１９．２００９年ＨＧクラス１世界選手権の立候補が無かったので未定。
２０．今年度ＨＧディプロマはオーストラリアの推薦した、ジョン・デッケンソンに決定。

２１．小委員会の委員長選挙

　　ＨＧ　デニス・ペーゲン（アメリカ合衆国）
　　ＰＧ　スコット・トルケンセン（デンマーク）
　　ＰＧアキュラシー　ルイーズ・ジョスリン（イギリス）
　　アクロ　イーヴ・グースラン(フランス)
　　セーフティ　クラウス・タンツラー（ドイツ）
　　Ｓ７　ジョン・オルドリッチ（イギリス）
　　バッジ　スコット・トルケンセン（デンマーク）
２２．役員選挙

　　委員長　フリップ・コッツイエ（オランダ）
　　副委員長　ジョン・オルドリッチ（イギリス）、アガスト・グルンドハマ（アイスランド）、スコット・トルケンセン（デンマーク）、ジム・ザイセツ（アメリカ合衆国）
　　事務局長　ルイーズ・ジョスリン（イギリス）
　　財務　ウエイン・セイヤー（アメリカ合衆国）
２３．次回開催場所　メキシコ（プレ世界選手権の直後、２００８年２月７－１０日）

